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第１章 新しいワクチン作成 

 

第１項 ワクチン作成の概略 

 
最初のページから図のように進んで製品を出します。 

 

上部の「一覧」ボタンを押します。 

 

下図の左が一般名、右が商品名です。 
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一般名はワクチン種類名でその種類には１個のみ定義してください。 
以下のワクチ ンは定義済みです。 
 
<一般的なもの> 麻しん風しんワクチン 日本脳炎ワクチン 四種混合ワクチン BCG ワク
チン Hib ワクチン サーバリックス ガーダシル 二種混合ワクチン おたふくかぜワクチ
ン 水痘ワクチン ロタリックス ロタテック インフルエンザワクチン HB ワクチン 肺炎
球菌ワクチン 風しんワクチン 麻しんワクチン HA DTaP COVID-19 成人用肺炎球菌 
 
<その他> 成人用三種混合 成人用肺炎球菌 不活化ポリオワクチン 4 価髄膜炎菌ワクチン 
黄熱ワク チン 乾燥細胞培養痘そうワクチン 乾燥組換え帯状疱疹ワクチン（チャイニーズ
ハムスタ ー卵巣細胞由来） 乾燥組織培養不活化狂犬病ワクチン 成人用沈降ジフテリアト
キソイド 沈降破傷風トキソイド（その他のものは予約出来ますが、公費請求としての定義
は出来ていません。） 

商品名は流通の商品名です。一般名が 1 つなのに対し製造するメーカーが多数存在し、従
って商品名は多数あることが多いです。 

一覧のレコードを押して、麻しん風しんワクチンを出してみます。 

  

新しく作る場合は赤丸の名前が一致するようにして下さい。商品名では「商品のスキャ
ン」ボタンを利用し、ロットを読ませて下さい。ロットは改行にて複数入力出来るように
なっています。これを元に接種時のワクチンの種類を探し、ロットが入力されるようにな
っています。入力済みのわくちんに習って一般名と商品名を作成していきます。商品名の



p. 3 
 

うち採用するものは、その一般名に対して 1 つのみ選択して下さい（一覧で並べて一個の
み採用してを入力）。採用には fg_ワクチン名が入力されます。 

 

第２項 ワクチン作成の実際 

設定例 五種混合ワクチンを新規に作ります。 
 

（レコード作成）→（フィールド定義）→（スクリプト定義）→（レイアウト変

更） 

 

（レコードの作成） 

 
まず、「一般名」の無いものはかならず先に一般名を作成します。上部の新規ボタンを押

し、ダイアログが現れますので「一般名」を選択し、一般名と略称を入力します。(下図) 

    

 
「OK」を押すとまず商品タブになっていますので一般名タブを押してみます。一般名レ

コードができました。終了時にアラートが出ますので許可を押します。 
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次に「商品名」を作成します。今度はダイアログで商品を選択します。 

 
クリニック ID(施設番号)を入れるようにアラートか出ますので、中の赤丸の中に施設番

号を入力します。入力後は施設名が表示されるようになります。 

 
商品名、個数、JAN コード、備考を入れます。r_ワクチン種類は一般名で入力した「五種」
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を選択します。 

 
まだ他の五種混合ワクチンの商品名はないのでこれを採用にします。 

 
 
 
（フィールド定義） 

メニューからファイル＞管理＞データベース…を開き 
Vacyoyakuテーブルのワクチン枠色分を開き変更します。 
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五種混合ワクチンを追加します。ワクチンは先ほど一般名で指定した略称を入力(任意)し

ました。 

 
Vacyoyakuテーブルの正式予防接種名を開き変更します。 

 
四種にならって五種の 2ヶ所を追加しました(下図 名称は任意)。 
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公費請求用にフィールドを新しく追加します。期間_COV、在庫_COV、発注_COV など

同種のものを複製し名称を変更しておきます。 

 

同様にして五種有、五種人数も新規フィールドを追加しました。 
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公費請求用に四種_flg 間隔、四種何回目の 2 項目を複製し 5 種用に変更します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

五種_flg 間隔、五種何回目も新規フィールドを追加しました。 
 

一般予防接種コード（ユニークな数字 五種は 41にしました）を作成します。重要です！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
「何回目まとめ」フィールドも五種のものを追加します。 
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ここで少しですが、プログラムを一緒に考えて進めてみましょう。 

 
Masterテーブルを出します。 
現行の四種体制に五種体制が始まっていく過程で問題となりそうなことをプログラムに落
とし込んでいきましょう。 
 五種混合は四種プラス Hib ワクチンですので下図の印の部分が置き換わるように順番を
決める必要があります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
また四種と五種の移行段階のことも考え、スタートの人は、四種と五種のどちらかの選択か
を選ぶことが必要です。また四種で進行している人は四種のままの順番で進めていく比喩
用があります。後者は Pt の四種混合か Hibの履歴がある人になりますので何とかしてなり
そうです。そこで前者をプログラムに落とし込んでいきます。 
 
 まずは Setting テーブルで「自動選択_四種か五種か」を作成し、値一覧も用意して右の
ようにレイアウトに配置、現行ではまだ五種が始まっていないので自動入力は四種にして
います。 
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 次にワクチンの自動入力の順番を決める Masterテーブルを整えます。ワクチン種コード
は前回作成した、41 で作成してします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 予防接種予約ファイル用名も五種のものを追加します。 
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 のちに順番作りでフィールドのわくちん種順番デフォルトコードの修正は必要そうです
ので後に作業しましょう。 

 

 
フィールド定義はこのくらい考えて動かせてみての直すことにします。 
今度は Masterテーブルで五種の関連のスクリプトを作成します。これは、次のスクリプト
定義の途中からにします。（P. 12の途中から） 
 
（スクリプト定義） 

 
スクリプトワークスペース…＞Yotei_Barcode_読み取りと済が全部終わればメッセージ 

 
 
スクリプトワークスペース…＞Vacyoyaku_期間内ワクチン表示_発注へ 
次の３ヶ所を追加します。 
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スクリプトワークスペース…＞Product_ワクチン注文_消去し発注数代入_予約から 
五種混合ワクチンのものを追加します。 

 
 
 プログラムを一緒に考えて進めてみましょう。の続きです。 
 
  Masterテーブルを眺めてみます。 
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「ロタリ」「ロタテ」ボタンを押すと四種、Hib が加わった形で、ワクチンの接種順に並び
ます。5 種は、四種と Hib を除いた形で順番を作成する必要がありそうです。まず、「ロタ
テ」のスクリプトを見てみます。デバッカを動かせてみます。 

 
５行目の Master::【わくちん】標準順番_Max_ロタリにあるものが検索されているようです。
五種用のものをフィールド定義します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
スクリプトも作成していきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



p. 14 
 

ソート順も前例にならって書き換えておきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Masterレイアウトもあまり煩雑にしたくないので、５種用のレイアウトのMaster_list_5種
を準備します。 

   
Master_list_5 種を出して、上の青の部分のボタン定義２ヶ所と、下のオレンジのフィール
ドの２ヶ所を五種のものに変更します。 

 

略しますが、五種 1回目、2回目、3 回目、追加の４レコードを追加し、接種順になるよう
番号を割り振っていきます。 
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この位にして、後は五種混合ワクチンの実際の接種法が分かってからの作業にします。 
 プログラムを一緒に考えて進めてみましょう。の続き、工事中です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（レイアウト変更） 

下図のように在庫から発注を開き開始在庫、必要ワクチン数、発注数それぞれ

のタブのレイアウトで五種混合ワクチンのものを加えます。 
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それぞれのレイアウトに追加しました。 

 


